一  般  質  問  通  告  書
　　　　　　　　　　　　　　　　平成２７年６月２日
　高島市議会議長　廣本　昌久　様
　　　　　　　　　　　　　高島市議会議員　６　番　　　熊谷　もも 　　㊞
　次の事項について質問いたしたいので通告します。


※質問項目（番号）が２以上ある場合は、次のどちらかに○をつけてください。
・質問番号１の用紙にだけご記入ください。
・質問が一つだけの場合は必然的に１となりますので、記入は不要です。
１．全項目一括質問一括答弁
初問は
２．項目ごとに一括質問一括答弁
	(質問番号３)
発　言　事　項
	地域「商品券」じゃない！地域「通貨」アイカの力

	要　　旨　（項目だけでなく、質問の趣旨が理解できるように記入してください。)

	　10,000円で13,000円分のアイカが購入できるプレミア付地域通貨第一弾が５月３１日に販売され、開始から２時間余りで6,500セットが完売しました。わたしは１時間以上並んで購入することができましたが、高島市内およそ2,000人が１時間待って並んだ、ということを考えると、たとえばその１時間で地域「通貨」と地域「商品券」の違いを、みなさんにお伝えする時間にあてられたのではないかと並びながら考えました。

高島市地域流通通貨アイカ

地域「通貨」アイカは地域「商品券」ではありません。一回限りの使用で終わる「商品券」とはちがい、２回、３回と高島市内のお店を流通することによって、額面の２倍、３倍の経済効果を高島市内に生み出すことができる可能性を秘めた「通貨」、高島市地域流通マネーです。たとえば2,500万円のアイカが４回お店を流通すれば１億円の経済効果を生み出すのです。ですから、アイカの裏面の取扱店の欄をいっぱいにすることが大事です。

商店街のみなさんがアイカを受け取ったら、商工会で換金する前に今一度アイカを使ってもらうことが大事なのです。もちろん、日々の仕入れには現金が必要ですし、使い切れないほどのアイカが支払われるお店もあると思います。ですが、今一度、地域「商品券」ではなく地域「通貨」であり、みんなで高島市の経済を回していく、高島市地域流通マネーなんだ！ということを商工会加盟店のみなさまにお伝えする機会があればと思います。

アイカ購入を待っている間に聞こえる声は「生活が苦しくて、ちょっとでも足しになったら、、、」そんな悲壮な声がいくつも聞こえました。だからこそ、本気で高島市内の地域経済活性化を、プレミアがついた一時的なカンフル剤としてのアイカではなく、みんなで高島市、地域の経済を回していくんだ！回していけるんだ！という意識を高島市、商店街のみなさまに持っていただくことが大事なのだと思います。

過去複数回提案させて頂いてはいるのですが、また今回プレミア付地域通貨アイカが発行されました機会ですので再度提案させていただきます。

（１）地域で行われる夏祭りや昨年商工会主催で開かれた「高島おもてなしバル」のようなイベントでアイカをチケットの感覚で使えるようにしてはいかがでしょうか？

（２）地域通貨アイカの理念を伝える勉強会のようなものを開催してはいかがでしょうか？



